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広島平和記念都市建設法制定
70周年記念シンポジウム
― 平和への思いの共有―
日時／令和元年（2019年）7月13日（土）

13：00 ～16：00（30分前開場）

会場／広島平和記念資料館東館 メモリアルホール（地下1階）

定員／300人（ 入場無料・申込要・先着順 ）
主催／広島市・公益社団法人日本都市計画学会中国四国支部
共催／長崎市

広島市中区中島町1- 2

中国新聞
特別論説委員

佐田尾  信作

コーディネーター

佐藤  緑

パネリスト

長崎大学原爆後障害医療研究所名誉教授
長崎大学核兵器廃絶研究センター客員教授
日本赤十字社長崎原爆病院名誉院長

朝長  万左男
パネリスト

プロローグ

『広島の平和記念都市建設について』
萬ヶ原　伸二 （ 広島市都市整備局都市計画担当部長 ）

『長崎の国際文化都市建設について』
片江　伸一郎 （ 長崎市まちづくり部長 ）

基調講演

『これからの世界で輝く平和記念都市』
篠田　英朗 （ 東京外国語大学大学院総合国際学研究院教授 ）

パネルディスカッション

『令和の時代における平和都市の役割』

佐田尾　信作 （ 中国新聞特別論説委員 ）

篠田　英朗 （ 東京外国語大学大学院総合国際学研究院教授 ）
藤原　章正 （ 広島大学大学院国際協力研究科教授、公益社団法人日本都市計画学会中国四国支部長 ）
朝長　万左男 （ 長崎大学原爆後障害医療研究所名誉教授 ）
佐藤　緑 （ 株式会社ハーストーリィプラス代表取締役 ）

パネリスト

コーディネーター

（ 特別法等の紹介 ）

プログラム
（敬称略）

70th 
Anniversary  
Symposium

第1部

第2部

第3部

株式会社ハーストーリィプラス
代表取締役

※シンポジウム中は手話通訳者が配置されます。



令和元年は「広島平和記念都市建設法」及び「長崎国際文化都市建設法」制定７０周年であることから、

これを記念し、これらの法が広島市及び長崎市の復興に果たしてきた意義や役割を改めて広く周知するとともに、

平和都市としてこれからどのような役割が求められるか、またそのためにどのようなまちづくりを行うべきか、

広島市と長崎市のこれからを考えるシンポジウムを開催します。

※特別の配慮を必要とする方は、配慮事項欄に御記入ください。　なお、参加申込書に御記入いただいた情報につきましては、シンポジウム開催以外の目的では一切使用せず、厳重に管理いたします。

広島市ホームページからお申込みください。（FAX又はE-mailからも、下記事項を記載の上お申込みできます。）
申込期限は、7月10日（水）まで。 定員になり次第、参加受付を終了いたします。

参加者のお名前 配慮事項等※

《 キリトリ 線 》

E-mail

居住地の別

電話番号 ・ FAX番号

tokei@city.hiroshima.lg.jp082-504-2512
参加申込書

E-mailFAX
（フリガナ）

□広島市 □その他広島県内 □広島県外

TEL（　　　　）　　　　ー　　　 FAX（　　　　）　　　　ー　　　

●お申込み・お問い合わせ先

広島市都市整備局都市計画課都市計画係 
広島市中区国泰寺町一丁目6 -34 

広島市ホームページ http://www.city.hiroshima.lg.jp/
TEL.082-504-2267   FAX.082-504-2512   

◎交通案内
◎バ　　ス／広島バス吉島方面行「平和記念公園」下車
◎市内電車／紙屋町経由広島港行「袋町」下車/宮島口行又は江波行「原爆ドーム前」下車
　※駐車場は用意していませんので、公共交通機関を御利用ください。

広島市中区中島町１- 2 TEL.082-241- 4004
◎会場＝広島平和記念資料館東館 

基調講演者・パネリスト

東京外国語大学
大学院総合国際学研究院教授

篠田  英朗

早稲田大学大学院政治学研究科修了。
国際関係学Ph.D.（ロンドン大学）。
1999年から広島大学平和科学研究
センター助手、助教授、准教授及び同
大学国際協力研究科を兼務した後、
2013年度から現職（紛争後地域に
おける平和構築活動について研究）。
現在、（一社）広島平和構築人材育成
センター代表理事。2007年から外務
省委託「平和構築人材育成事業」／
「平和構築・開発におけるグローバル
人材育成事業」を、実施団体責任者と
して指揮する。大佛次郎論壇賞、サン
トリー学芸賞、読売吉野作造賞の受
賞作など著書・論文多数。

広島大学大学院国際協力研究科教授
公益社団法人日本都市計画学会
中国四国支部長

藤原  章正

広島大学工学部第四類卒、同大学院
工学研究科修了。博士（工学）。呉工
業高等専門学校助手、広島大学工学
部助手、同大学院国際協力研究科助
教授を経て、2002年度から現職。こ
の間、東京大学研究員、インペリアル
カレッジ客員研究員、国際協力研究
科長、広島大学人事委員長を兼務。
現在、広島県都市計画審議会会長、
日本学術会議連携会員、公益社団法
人日本都市計画学会中国四国支部
長、土木学会土木計画学研究委員会
委員長、アジア交通学会理事ほか。
2017年度アジア交通学会最優秀論
文賞を含む論文賞等、計17回受賞。

長崎大学原爆後障害医療研究所名誉教授
長崎大学核兵器廃絶研究センター客員教授
日本赤十字社長崎原爆病院名誉院長

朝長  万左男

長崎大学医学部卒、同原爆後障害医
療研究所内科に所属、原爆傷害調査
委員会(ABCC) 研究員、文部省在外
研究員( カリフォルニア大学ロスア
ンゼルス校血液腫瘍内科)、長崎大
学医学部附属病院副院長、附属原爆
後障害医療研究施設長、長崎大学大
学院医歯薬学総合研究科長などを
歴任。2009日本赤十字社長崎原爆
病院院長就任。2015年から純心聖
母会長崎原爆ホーム診療所長。
1983～2019核戦争防止国際医師会
議（IPPNW）国際副会長、長崎市長平
和推進専門会議委員、長﨑平和推進
協会副理事長、外務省「実質的核軍縮
進展のための賢人会議」メンバー等

株式会社ハーストーリィプラス
代表取締役

佐藤  緑
中国新聞
特別論説委員

佐田尾  信作

広島デザイナー学院卒業。舞台美術
制作会社勤務、イラストレーターを
経て1990年に企画会社㈱ハー・ス
トーリィを設立。2009年に独立し㈱
ハーストーリィプラスを設立。「食」を
中心にした企画・マーケティング事
業や、お弁当販売＆食材shop「HER 
STORY HOUSE DELI KITCHEN」
（ハーストーリィハウスデリキッチン）
を運営。母親目線、生活者視点での
地域活性化事業を展開している。

大阪市立大学文学部卒業。1980年
から中国新聞社記者。編集委員、文
化部長、論説副主幹、論説主幹を務
める。 2019年から特別論説委員。著
書に「宮本常一という世界」「風の人
　宮本常一」。共著に「われ、決起せ
ず―聞書・カウラ捕虜暴動とハンセン
病を生き抜いて」など。日本ペンクラ
ブ会員。

パネリストパネリスト パネリスト コーディネーター
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CPDの単位を取得される
方は、受付でCPD登録番号
を必ず申し出てください。― 平和への思いの共有―

（JR広島駅南口から）

（地下１階メモリアルホール）

広島平和記念都市建設法制定
70周年記念シンポジウム

文化科学館


